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主 要 文 獻

第1章　 緒 言

從來各種 動物 ノ眼 ノ調節機安靜時 ニ於 ケル屈 折状態(Statische Refraktion)ニ 關 シテ ハ已 ニ

多數 ノ業績 ア レドモ,何 レモ檢 影法(Skiaskopie)ニ 依 ル モノノ ミナ リ.然 ルニ同法 ニ依 ル成績

ガ必 ズ シモ正確 ナラザル コ トハ已ニ周知 ノ事實 ニ シテ,殊 ニ下等動物 ノ眼球 ハ人類 ノ夫 レト異

リ其 ノ眼軸 ガ甚 ダ短 キタ メ,測 定時 ニ於 ケル僅少 ノ誤差 ト雖 モ,其 ノ成績 ニ及 ボス影響 ハ甚大

ナ リト云 ハザルペカ ラズ.已 ニBeer1),2)氏 ノ所説 ニ從 へバ,魚 類竝 ニ蛙等 ニア リテハ其 ノ眼 軸

短キ割合 ニ網膜 前面 ト光 ノ感覺層(圓 錐體竝 ニ圓柱體層)ト ノ距離 ガ比較的大 ナル爲 メ,網 膜 前

面ニ於 テナサ レタル檢影法 ニ依ル成績 ハ,直 ニ以 テ夫等 ノ眞 ノStatische Refraktionナ リ ト斷

ジ得 ペキモノニ非 ズ 卜云 ヘ リ.殊 ニ人間以下 ノ動物 ノ眼 ニ就 テ光學的 主要點(Kardinalpunkte)

ヲ算定 シタルモ ノナ シ.

之 ニ於 テ余 ハ,各 種動物 ノ眼 ノ調節機 安靜時 ニ於 ケル屈折状態(Statische Refraktion)テ 研

究 セ ンガタ メ,夫 等眼球 ノ光學的恒數(Die optischen Konstanten)ヲ 精 細 ニ測定 シ,光 學的

主要點(gardinalpunkte)ノ 位 置テ算出 シ, Statische Refraktionヲ 定 メタ リ.

第2章　 實 驗 方 法

1)實 驗材料 トシテハ哺乳動物ヲ除キ.鳥 類,爬 蟲類,兩 棲類,魚 類中,殊 ニ淡水竝ニ海水産 ノ硬骨魚類,

頭足類等ノ各種動物ヲ使用セ リ.
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2)各 屈折面ノ距離ノ測定

從來各種動物ノ眼球 ヲ種々ナル藥品ニ長時浸漬固定シテ後,計 測セルモノ多數アレ共,之 等 ノ成績ハ直チ

ニ生體 ニ於ケルモノト斷 ジ得ペキモノニ非ズ.余 ハ之等,缺 陷ヲ除カンガタメ新鮮ナル個體ニ就キテ眼球

ヲ損傷セザル様 ニ全摘出 シ,直 チニ之ヲ雪状炭酸(ド ライアイス)中 ニ置キ20-30分 間(室 温20°-28℃)ニ

完全ニ氷結セシメ,之ヲ鋭利ナル刃物ヲ以テ瞳孔領 ノ中央ニ於テ垂直ニ切斷 シ,此切面ヲ直チニMikrometer

ノ下ニ運 ピ,精細ニ各屈折面相互 ノ距離 ヲ計測セリ.而 シテ此目的二雪状炭酸ヲ使用セルコトハ本研究ニ非

常ナル利便ヲ與 ヘタルモノニシテ獨 リ屈折面ノ相互間ノ距離ノミナラズ曲率半径 ノ測定ニ於テ,恰 モ紙上

ニ畫ケル圖形ニ於テ測定スルト同樣 ノ精密サヲ以テ行 フヲ得 タルモノナ リ.

3)各 屈折面ノ曲率半徑ノ測定

a)角 膜前面ノ曲率半徑ハ眼球 ヲ摘出セズ直チニ生體ニ於テHelmholtzノOphthalmometecヲ 以テ測

定セ リ.但 シ鳥類ニアリテハ其ノAkkommodationニ 際 シ,角 膜前面 ノ曲率半徑ヲ變化セシムルコ卜ヲ余

ハ實驗的ニ確 メタレバ,「エーテル」ニヨル深麻痺 ノ下ニ測定セ リ.

b)水 晶 體ノ前後各面ノ曲率半徑 ノ測定

水晶體ヲ眼球ヨリ摘出スルカ,或 ハ角膜切除ニヨリテ之等ヲ觀察スル時ハ,殊 ニ鳥類,爬 蟲類,兩 棲類

等ノ如 ク,其 ノ前後兩面ノ各曲率半徑 ヲ異ニシ,水晶體ノ硬度ガ比較的軟弱ナルモノニア リテハ,容易ニ變

形シ夫等ノ正確ヲ保チ難キヲ以テ,余 ハ此場合前述 ノ氷結切片ニ就キテ,水晶體 ノ形状ヲZeise-Abbesoher

 Zeichenapparantヲ 以テ精密ニ擴大冩生シ,瞳 孔領 ニ於ケル前後各面ノ曲率半徑 ヲ作圖法ニヨリテ求メ,此

數値 ヲ擴大率ノ數値ヲ以テ除セル商ヲ採用セリ.

4)各 媒間質(Medium)ノ 屈折系數(Brechungsindex)ノ 測定

a)前 房水及ビ硝子液 ノ屈折系數ニ就テハPulfrioh氏 ノEintnuchrefrnktometer7)(20℃)二 依レリ.

b)水 晶體ノ全屈折率(Totalindex)ノ 測定ニ關シテハ,從 來種々ナル方法 ヲ以テ計測セラレ,何 レモ

成書8),9),10)ニ詳細記載 シアレバ,余 ノ採用セル方法ヲ以下略記セ ンニ, 1)水 晶體ヨリ一定距離ニ既知大

ノ物體ヲ置キ,之 ニ由ル物像 ノ大サヲ求 メ,夫 レニヨリテ水晶體 ノ燒距ヲ求 メ,更 ニ其ノ半徑及ピ厚サヲ

知ル時ハ容易 ニ水晶體 ノ全屈折率 ヲ算出スルヲ得ペシ. 2)余 ハ上述ノ方法以外 ニ, Egner11)氏 ガ已ニ報

告セル所謂間接法(一 名包埋法)ヲ 試 ミテ多大ナル便利ヲ感ゼリ.同法 ヲ略説センニ,先 ヅ屈折系數 ノ知ラ

レタル種々ナル液ヲ混合シテ,階 段的ニ夫等 ノ屈折率ノ差ヲ作ラシメタルモノニ可檢物ヲ浮ペテ之ヲ顯

微鏡下ニ置キ,檢 者ノ眼ハ接眼「レンズ」ヨリ略ボ2-3cmノ 所 ニ固定シ,衣 ニ小紙片ヲ顯微鏡ノ軸 ニ垂直

ニナシテ一方ノ側 ヨリ漸次中心 ニ向ヒ滑動セシムルトキ,若 シ可檢物ノ屈折率ガ包埋液 ノ夫 レニ比シ,高

キ場合ハ視野ノ反對側(ハ 小紙片ノ移動方向ニ對 シ)ヨ リ陰影 ヲ庄ズ可ク,亦可檢物 ノ屈折率ガ包埋液ノ

夫 レニ比シ低キ場合ハ視野 ノ同側ヨ リ陰影ヲ生ズ可ク,可 檢物 ト包埋液 トノ屈折率ガ殆 ド椙等シキ時ハ

視野 ノ何 レノ側ヨリモ陰影ヲ生ズルコトナク,可 檢物ハhomogenニ 且亦最モdurohsiohtigニ 見 ユルナリ.

斯 クシテ間接ニ屈折率ヲ測知シ得.而 シテ包埋ニ用フル液體ハ可及的可檢物ヨリ水分ヲ脱取セザルモノ

ガ適當ナリ.何 トナ レバ可檢物ヨリ水分 ヲ脱取サルル場合ニハ屈折率ノ變化ヲ生ズレパナリ.余ハ以上ノ

2方 法ヲ以テ同時ニ測定 シ,兩 者ノ成績ガ相一致スルコトヲ確 メテ後1其 ノ數値 ヲ計算ニ採用セ リ.

c)角 膜 ノ屈折率ノ測定ハ上述水晶體ニ於テ用ヒタルExner氏 ノ間接法ニ依レリ.

88



各 種 動物 ノ眼 ノ調 節 機 安 脚時 ニ於 ケ ル屈 折 状 態(Statische Refraktion) 1409

5) Statische Refraktionノ 計算

a)余 ハ各種動物ノ角膜及ビ硝子液ニ就キテ夫等ノ屈折系數ヲ測定セルニ夫々,第1表 竝ニ第2表 ニ

示スガ如キ成績ヲ得 タリ.

第1表　 各種動物 ノ角膜 ノ屈折系數

第2表　 各種動物ノ硝子液ノ屈折系數

即チ以上ノ成績ニ依 レバ,角 膜竝ニ硝子液 ノ屈折系數ハ何 レモ水綾動物ハ陸上動物ニ比シ稍々高キヲ

示セドモ,共 ノ差異ハ僅少ニシテ各種動物ヲ通 ジテ夫等 ノ値ハ殆 ド相等 シキモノト看做シ得.余 ノ成績

ヲMatthiessen竝 ニValentin9)氏 等 ノ夫レト比較スルニ略ポ相一致セ リ.

b)余 ハ各種動物ノ前房水ノ各屈折系數ニ就キテ檢査セシニ,硝 子液 ノ夫レト相 等シキヲ確メタリ.
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但 シ陸 上動 物 ニ於 テ ハ,前 房 水 ノ屈 折系 數 ハ硝 子 液 ノ夫 レニ比 シ稍 々低 キ ヲ認 メ タ レ ドモ,其 ノ差 異 ハ僅

微 ニ シテ之 亦 兩 者相 等 シキ モ ノ ト看 做 シ得.

c)今 之 等 前 房 水 及 ビ硲 子 液 ノ屈 折 系 數 ト水 ノ夫 レ トヲ相 比較 ス ル ニ,兩 者 ノ値 ハ 殆 ド相 等 シ.又 角 膜

ノ屈 折 系 數 ハ,嚴 密 ニ 云 ヘパ 水或 ハ 硝 子液 ノ夫 レニ比 シ高 キヲ示 セ ドモ,兩 者 ニ於 ケ ル差 異 ハ極 メテ少 シ.

故 二余 ハ各 種 動物 ノStntische Refraktionノ 計 算 ニ際 シ,陸 上 動 物 ニ 於 テ ハ,角 膜 ノ屈 折 系 數 ハ,前 房 水

及 ビ硝 子液 ハ夫 レ ト相 等 シキ モ ノ トシテ 取 扱 ヒ,又 水 棲 動 物(例 之 魚 類,頭 足 類)ニ 於 テ ハ,角 膜,前 房 水

竝 ニ硝 子液 ノ屈 折 系 數 ハ,水 ノ夫 レ ト相 等 シ ト看 做 シ得 ル ヲ以 テ,從 テ角 膜 ノ彎 曲 ニ依 ル 屈折 力 ヲ除外 シ,

單 ニ水 晶體 ノ屈 折 力 ニ依 ル モ ノ トシテ 計 算 セ リ.

d) Statisahe Refraktionヲ 定 メ ンニ ハ,陸 上動 物(例 之 鳥 類,爬 蟲 類 竝 ニ兩 棲 類)ニ 於 テ ハ,角 膜 頂點

卜網 膜 ニ 於 ケル光 ノ感 覺 層(圓 錐 體竝 ニ 圓柱 體 層)ト ノ距 離(d)ノ 逆 數 ヨ リ,角 膜頂 點 ト眼 全 體 ト シテ ノ

第2焦 點 ト距 離(F2)ノ 逆 數 ヲ滅 ゼ シ差 ノ數 値 ヲ以 テ,夫 等 ノStatische Refraktion (Dioptrie)ヲ 示 セ リ.

之 ヲ式 ニテ 示 セ パ 次 ノ如 シ.

=Staitische Refraktion......(D)

水 棲 動 物(例 之 魚 類竝 ニ頭 足 類)ニ 於 テハ,已 ニ述 ペ タ ル如 ク角 膜 ノ屈 折 力 ハ 無 キ モ ノ ト看 做 シ得 ル ヲ

以 テ,水 晶體 ノ前面 卜網 膜 ニ於 ケ ル 光 ノ感 覺 層 ト ノ距 離(d1)ノ 逆 數 ヨ リ,水 晶 體 前 面 ト水 晶 體 ノ第2焦

點 トノ距 離(f2)ノ 逆 數 ヲ減 ゼ シ差 ノ數 値 ヲ求 メ,更 ニ此 數 値 ニ水 ノ屈 折 系 數1.33ヲ 乘 ゼ シ積 ノ數 値 ヲ以

テ 夫 等 ノStatische Refraktion (Dioptrie)ヲ 示 セ リ.之 ヲ式 ニテ 示 セ バ次 ノ如 シ.

=Statische Refraktion......(D)

而 シテ 眼 全 體 トシテ ノ主 要點(Kardinalpunkte)ノ 計 算 方法 ハ 後述 第3章 ニ詳 ナ リ.

第3章　 鳥 類 ノStatische Refraktionニ 就 キ テ

第1節　 文 獻

Beer4)(1893)ノEulen及 ピRaubvogelニ 就 キテ ノ實 驗 ニ依 レパ,夫 等 ノ眼 ノ調 節 機 安 靜 時 ニ 於 ケ ル屈 折

状 態 ハ 輕 度 ノ遠 視 ナ リ ト. Hess12)(1909)ノTagvogel(例 之 鳩.鶏), Nachtvogel(例 之 梟)竝 ニ同 氏13)(1910)

ノTauchervoge1(例 之Bormoran)ニ 就 キ テ ノ實 驗 ニ依 レパ,之 等 鳥 類 ノ眼 ノ調 節 機 安 静 時 ニ於 ケ ルRefra

ktionハ 殆 ドEmmetropieナ ル カ又 ハ輕 度 ノ遠視 ナ リ ト. Heine17)(1898)ノ 鳩 ニ於 ケル 實 驗 ニ依 レパ,其 ノ

Statische Refraktionハ1-2 Dノ 遠 視 ナ リ ト云 フ.以 上 ノ業 績 ヲ總 括 セ パ,一 般 ニ鳥 類 ノ眼 ノAkkommoda

tioneruheノ 際 ニ 於 ケルStietische Refraktionハ 極 メテ 輕度 ノ遠 視 ナ ル ガ如 シ.

第2節　 實 驗 成 績

余 ハ 實 驗 材 料 ト シテ,あ をば と(家 鳩)Sphenurus sieboldii siebalsii (Temminck),や け い(家 鶏)Gallus

 gallue, bankivn (Linne)竝 ニ ふ くろふ(梟)Strix urulensis hondoensis (Clark)ヲ 使 用 セ リ.之 等3種 ノ鳥

類 ニ ツ キテ,夫 々眼 ノ光 學 的 恒 數 ヲ求 メ,主 要 點 ノ位 置 ヲ算 出 シ,之 ガStatisohe Refraktionヲ 算 出 セ シニ,

第3表 ノ如 シ.而 シテ 眼 ノ主 要 點 ノ算 出 ニハ 次 ノ式 ニ據 レ リ.
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L)眼 ノ主要點(Bardinalpunkte)ノ 計算

先ヅ水晶體ノ主要點ヲ求ム.

而 シテ 上式 中f1ハ 像 ノ位 置 ガ ∞ ナ ル トキ ノ物 體 ノ位 置 ヲ水 晶 體 ノ前 面 ヨ リ計 リタル 距 離, f2ハ 物 體 ノ位

置 ガ ∞ ナ ル 時 ノ像 ノ位置 ヲ水 晶 體 前 面 ヨ リ計 リ タル 距 離, μ=有 效 屈 折 率(Effektive Index)ニ シテ

μ=
水晶體ノ屈折率

/圍繞液ノ屈折率

γ1及ピγ2ヲ夫々水晶體 ノ前面及ビ後面 ノ曲率半徑 トスレパ,第1主 要點 α及ビ第2主 要點 βハ次ノ如クシ

テ之ヲ求ム.

(tハ 水 晶 體 ノ厚 サ)

第1主 焦距-Fハ 次 ノ式 ニ據 ル.

全眼ノ主要點ハ次ノ如クシテ之ヲ求ム.角 膜 ニヨル屈折ハ之ヲ除外シ前房水ガ角膜前面ノ形ヲ取ルモノ

トシ其ノ曲率半徑ヲγ0ト シ,前 房水ノ屈折率ヲ μ́ トス.今 物體 ノ距離ヲuト シ,其 ノ像 ノ距離ヲv´トセパ

(a)

然 ル=1/φ=μ'-1/γoニ テ求 メ ラ ル.

斯 ク シテ生 ジタ ル像 ヲ水 晶 體 ニ對 スル 物 體 トシ其 ノ像 ヲ求 ム.

今角 膜 ノ前 面 ヨ リ計 リタル水 晶 體 ノ第1主 點 ノ距 離 ヲtト シ, vヲ 水 晶 體 ノ第2主 點 ヨ リ計 リタル 像 ノ距

離 卜ス レバ,

眼全體ノ第1主 焦距バ-F結 局次ノ式 ニヨリテ求メラル.

(tハ 角膜前面ヨリ水晶體 ノ第1主 點マデノ距離)

眼 ノ第1主 點 ά及 ビ第2主 點 μ́β́ ハ次 ノ如 シ.

角膜前面ヨリ前ノ方へ計 リタル眼 ノ第1主 焦距 バ-F+α ニ́テ求メラレ,眼 ノ第2主 點 ヨリノ第2主 焦

距ハ μ́ Fニテ求 メラル.又 眼ノ第1主 點 ヨリ第1結 節點マテノ距離ハ,第1主 焦距 ト第2主 焦距 トノ代數

和ニ等シク,第2結 節點ハ第1結 節點ノ位置ニ眼ノ第1及 ピ第2主 點間ノ距離ヲ加ヘタルモノナ リ.

竝ニ陸上動物及ピ水棲動物各1例 ニ就キテノ上述 ノ計算方法 ヲ示スペシ.

II.)鳩 ノ眼 ノ主 要 點(Kardinalpunkte)ノ 計 算

與 ヘ ラ レタル 光 學 的 恒 數(Optlsche Konstanten)ハ 例 之,
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1)各 屈折面ノ距離

C-L1=1.99mm......角 膜 前 面 ト水 晶 體 前 面 トノ距 離

L1-L2=2.90mm.....水 晶體 前 後 兩 面 間 ノ距 離 即 チ水 晶 體 ノ厚 サ

L2-N=6.86mm......水 晶體 後 面 卜網 膜 ノ光 ノ感 覺 層 卜 ノ距 離

2)各 曲 率 半 徑
角膜前面=γ0=6.00mm

水 晶 體
前面=γ1=4.30mm

後 面=γ2=3.70mm

3)各 屈 折 系 數
硝 子 液=1.3344

水 晶 體=1.5327

先ヅ水晶體ノ主要點ヲ求ム,

f1=29.0mm

f2=-25.0mm

γ及ピγ2ヲ夫々水晶體前面及ビ後面ノ曲率半徑 トスレバ,第1主 要點 αハ

(tハ 水晶體ノ厚サ)

第2主 要點 βハ

第1主 焦距-Fハ

全 眼ノ主要點ハ次 ノ如 クシテ求ム.角 膜ニヨル屈折ハ之ヲ除外 シ前房水ガ角膜前面 ノ形ヲ取ルモノ卜シ

其 ノ曲率半徑ヲγ0トシ,前 房水ノ屈折率ヲμ́ トス.今 φヲ角膜ノ第1燒 點 トセバ,

φ=18.0mm

眼全體ノ第1主 焦距-Fハ

t=角 膜 前 面 ヨ リ水 晶 體 ノ第1主 點 マ テ ノ距 離=1.99+1.42=3.41mm

眼 ノ第1主 點 ά ハ

眼 ノ第2主 點 μ́ β́ ハ

眼 ノ第2主 點 β́ ハ水 晶體 ノ第2主 點 β ノ前 方1.39mmニ ア ル ヲ示 ス.

1.99+2.90=4.89mm......角 膜 前面 ヨ リ水 晶 體後 面 マ デ ノ距 離

4.89-1.23=3.66mm......角 膜 前面 ヨ リ水 晶 體 ノ第2主 點 マ デ ノ距 離

3.66-1.39=2.27mm......角 膜 前面 ヨ リ眼 全 體 ノ第2主 點 マ デ ノ距 離

92



各 種 動 物 バ眼 ノ調 節機 安 静 時 ニ於 ケル 屈 折状 態(Statische Refraktion) 1413

角 膜 前面 ヨ リ前 ノ方 へ計 リタル 眼 ノ第1主 焦距 ハ,

-F+α ´=7.32-1.77=5.55mm

眼 ノ第2主 點 ヨ リノ第2主 焦 距 ハ,

μ́ F=1.3344×-7.32=-9.78mm ∴F2ノ 角 膜 前 面 ヨ リノ位 置 ハ,

9.78+2.27=12.05mm......即 チF2ハ 角 膜 前 面 ヨ リ後 方12.05mmニ ア リ.

第2主 點(R´)ヨ リ第1主 點(α ´)マ デ ノ距 離

=第1結 節 點(K1)ヨ リ第2結 節 點(K2)マ デ ノ距 離

=2.27-1.77=0.5mm

又第1主 點(α ´)ヨ リ第1結 節 點(K1)マ デ ノ距 離

=F1+F2=7.32-9.78=-2.46mm

∴K1=2.46+1.77=4.23mm K2=4.23+0.5=4.73mm

以 上 ノ方 法 ニ ヨ リテ 角 膜 前 面 ヨ リ計 算 シ ダル 眼 ノ圭 要點 ノ數 値 ハ(mm)次 ノ如 シ.但 シ符 號 ヲ以 テ 角 膜

前面 ヨ リ前(+)或 ハ後(-)ヲ 夫 々示 セ リ.

F1

 +5.55

F2

 -12.05

H1(α ´)

 -1.77

H2(β ´) 

-2.77

K1 

-4.23

K2

 -4.73

而 シテ角 膜 前 面 ヨ リ網 膜(光 ノ感覺 層)マ デ ノ距 離 ヲdト セ バ,

d=1.99+2.90+6.8s-11.75mm

∴ 安靜眼 ノ屈折カ=〓(遠 視)

III.)金 魚 ノ 眼 ノ主 要 點(Kardinalpunkte)ノ 計 算

與 ヘ ラ レ タル光 學 的 恒 數(Optische Konstanten)ハ 例 之,

1)各 屈 折 面 ノ 距 離C-L1=0.46mm, L1-L2=2.25mm, L2-N=1.96mm

(各 符 號 ハ前 掲,鳩 ノ眼 ノ主 要 點 ノ計 算 法 参 照)

2)水 晶體ノ各曲率半徑
前 面 γ1=1.12mm

後 面 γ2=1.12mm

3)各 屈 折 系 數
硝 子 液=1.3352

水 晶 體=1.6472

水棲動物ニ於テハ,角 膜 ノ屈折力ハ無キモノト看倣シ得ル故ニ,單 ニ水晶體 ノ屈折ノミニ依ル.

水晶體 ノ主要點ヲ求メンニハ,

f1=4.81mm

f2=-4.81mm

(t=水 晶體 ノ厚サ)
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球 形 「レ ンズ」(例 之 魚 眼 ノ水 晶 體)ノ 第1主 焦 距 ハ第2主 焦 距 ニ等 シ.水 晶 體 前 面 卜網 膜(光 ノ感 覺 醫)

卜ノ距 離 ヲ(d1)ト ス レパ,

d1=2.25+1.96=4.21mm

又 水 晶 體 前 面 トF2ト ノ距 離 ヲ(f2)ト セ パ,

f2=1.12+2.98=4.10mm

∴ 宏 靜 眼 ノ屈 折 カ=〓

=(237-243)×1.33=(-6)×1.33=-8.0D(近 視)

第3表　 鳥 類

水 晶體 ノ屈 折 系 數 ハ其 ノTotalindexヲ 示 ス.

備 考C-L1=角 膜 前面 ト水 晶體 前 面 ト ノ距 離(mm)ヲ 示 ス.

L1-L2=水 晶 體 ノ前 後 兩 面 間 ノ距 離 即 チ水 晶 體 ノ厚 サ(mm)ヲ 示 ス.

L2-N=水 晶 體 後面 ト網 膜 ノ光 ノ感 覺 層(圓 錐體 竝 ニ 圓 柱 體層)卜 ノ距 離(mm)ヲ 示 ス.

眼 ノ主 要 點(Die Kardinnlpunkte des Auger)ハ 角 膜 ノ頂 點 ゴ リ前(+)又 ハ 後(-)ノ 距 離

(mm)ヲ 示 ス.

F1=第1焦 點, Erster od vorderer Breunpuukt,

F2=第2焦 點, Zweiter od hinterer Brennpunkt.

H1=第1主 要 點, Erster od vorderer Hauptpunkt.

H2=第2主 要 點, Zweiter 0d hinterer Hauptpunkt.

K1=第1結 節 點, Erster Knotenpunkt.

K2=第2結 節 點, Zweiter Knoteupunkt.

但シ水棲動物(例 之魚類,頭 足類)ノF2ハ 水晶體 ノ第2焦 點 ヲ示スモノニシテ,即 チ水晶

體 ノ中心部ヨリ後方第2焦 點迄 ノ距離(mm)ヲ 示ス.

以下ノ表ハ之 卜同樣ナリ.
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余 ノ以 上ノ成績 ニ依 レバ家鳩,家 鷄 及 ビ梟 ノ調節機安靜時 ニ於 ケル眼 ノ屈折状態(Statische

 Refraktion)ハ, +1.0 D内 外 ノ遠視 ニシテ,多 ク トモ+2.0 Dヲ 超 エズ.即 チ從來 諸家 ノ成績

卜略ボ相一致 ス.尚 ホ又 眼底 テ檢査 セシニ,鳩,鷄 竝 ニ梟何 レモpectenノ 存 在 ヲ認 メタ リ.之

等ハ其 ノ生理的機能今 日尚 ホ不明 ナ レ共,鳥 類 ニ於 ケル之等 ノモノ ノ存在 ハ已ニ古 キ以 前 ヨ リ

知 ラ レタル所 ナ リ.

第4章　 爬 蟲 類 ノStatische Refraktionニ 就 キ テ

第1節　 文 獻

爬蟲 類 中,竝 ニ ハ蛇 類 竝 ニ龜 類 ニ關 ス ル文 獣 ノ ミヲ擧 ゲ ン ニ, Beer6) (1898)ノ 研 究 ニ依 レバ,常 ニ陸 上 二

棲 息 ス ル蛇 類(例 之Wustenschleungen, Baumschlangen, Trugnuttern)竝 ニ水 陸兩 棲 ノ固有 ノ毒 蛇 類,例 之

Wurfelnattet (Tmpidonotus tesselatus)ハ,何 レモ夫 等 ノAkkommodaitionsruheノ 際 ニハRefraktionハ 殆

hEmmetropie或 ハ 輕 度 ノ遠 視 ナ リ ト云 フ,又 一般 ニ 陸上 蛇 類 ハ,其 ノ調 節 ニ際 シテ ハ,水 晶 體 ヲ前 方 ニ轉

位 シ近 處 ニ調 節 スル モ ノニ シ テ,水 晶體 ノ形 状 ハ 恰 モ魚 類 ノ ソ レ 卜同樣 ニ球 状 ヲ呈 ス ル モ ノ ナ ル ガ,反 之 水

陸兩棲 ノ毒 蛇 類 ニ ア リテ ハ,彼 等 ガ 水 中 ニ入 ル ヤ 角 膜 ノ屈 折 力 ガ減 少 スル タ メi高度 ノ遠 視 トナ ル ペ キ ニ ヨ

リ,斯 ル角 膜 屈 折 力 ノ減 退 ヲ補足 セ ンガ爲 メ,前 述 ノ水 晶 體 前 方 轉 位 ノ外,尚 ホ水 晶 體 ノ前 面 ノ彎 曲 ヲ増 加

セ シメテ 著 明 ナル 調 節 ヲ營 爲 スル モ ノニ シテ,夫 等 ノ調 節 機 安 静 時 二於 ケ ル水 晶 體 ノ前 面 ハ 殆 ド 扁 平 ニ シ

テ,普 通 二見 ラル ル 陸 上蛇 類 トハ 異 レ リ 卜云 フ.

SchildkrotenノStatische Refraktionニ 關 シテ ハBeerノ 研 究 ニ依 レバ,夫 等 ノAkkommodationsruheノ 際

ニハ 殆 ドEmmetropieニ シテ,略 ボ12-14 DノAkkommodebtionsbreiteヲ 有 シ,無 限 ノ距 離 ヨ リ近點 ハ 數

cmマ テ ノ間 ヲ仔 細 ニ調 節 シ得 卜云 フ.以 上 ノ諸 説 ヲ綜合 セ バ,蛇 類 蛇 ニ龜 類 ニ於 テ ハ 夫 等 ノ調 節 機 安 靜 時

ニ ハ輕 度 ノ遠 視 又 ハEmmetropieナ ル ガ如 シ.

第2節　 實 驗 成 績

余ハ 「あ を だ い しや う」Elaphe climacophora (Boie)竝 ニ「い しが め 」(石亀)Clemmys japonica (Temminek

 & Sahlegel)ニ 就 キテ 實 驗 シ,夫 等 ノ光 學 的恒 數 ヲ測 定 シ,主 要 點 ノ位 置 竝 ニBtatisohe Rsfraktionヲ 前 掲 ノ

式 ニ據 リテ 算 出 セ シニ,第4表 ニ示 ス ガ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

第4表　 爬 蟲 類
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以 上 ノ成 績 ニ依 レバ,「 あをだい しや う」竝 ニ「いしが め」ノ眼 ノ調 節機 安靜時 ニ於 クル屈折状

態 ハ, +1.0 D内 外 ノ輕度 ノ遠視 ニシテ, 2.0 Dヲ 超 エズ,殆 ド鳥類 ニ於 ケル成 績 卜相 似 タ リ.

即 チ從來諸家 ノ成績 卜相 一致 ス.又 陸 上蛇類 ノ水晶體 ノ形状 ハ已 ニBeerガ 報 告 セル如 ク球状

ニ シテ,龜 ノ夫 レハ前徑 ガ大 ニ,後 徑 ガ小 ニ シテ,略 ボ鳥類 竝 ニ蛙(後 章 ニ詳 ナ リ)ニ於 ケルモ

ノ ト相似 タ リ,又 眼底檢査 ヲナ スニ之等蛇 類竝 ニ石龜 ニハpectenヲ 有 セズ.

第5章　 兩 棲 類 ノStatische Refraktionニ 就 キ テ

第1節　 文 獻

兩 棲 類 中,竝 ニハ 特 ニ蛙 眼 ニ就 キ テ ノ文 獻 ヲ擧 ゲ ンニ,蛙 眼 ノStatische Refraktionニ 關 シテ ハ,已 ニ古

クPlateau19) (1867)ノ 報 告 ア リ,同 氏 二依 レ パ,蛙 眼 ハ大 略29Dノ 近視 チ リト云 フ.共 ノ後Hirschberg21)

 (1882)ノ 報 告 ニ依 レパ,蛙 眼 ハ 空 氣 中 ニ於 テ ハ5-8Dノ 近視 ニテ,之 ガ 水 中 ニ於 テ ハ 高 度 ノ遠 視 ニ シテ 少

ク トモ+16D以 上 ナ リ 卜云 ヘ リ.且 之 ガ 原 因 ニ 關 シ同 氏 ハ 衣 ノ如 ク 云 ヘ リ,即 チ蛙 ガ水 中 ニ入 ル 場 合 ハ,角

膜 ノ屈 折 系 數 ハ 水 ノ夫 レ 卜略 ボ相 等 シ クナ ル ヲ以 テ,眼 全體 卜 シテ ノ屈 折 力 ヲ 大 ニ 減 ズ ル コ トハ明 カナ ル

事 實 ナ レ ドモ,尚 ホ斯 ク水 中 ニ 於 テ 高 度 ノ遠視 状 態 ヲ見 ル ハ,恐 ラ ク蛙 眼 ガAkkommodationヲ 用 フ ル モノ

ナ ル ペ シ 卜想 像 セ リ. Beer2),3) (1898)バ 一 般 ニ兩 棲 類(Amphibien)ノAkkommodationニ 就 キ テ研 究 シ,蛙

眼 ノStatische Refraktionニ 就 キテ ハ 次 ノ如 ク云 ヘ リ.即 チ蛙 眼 ヲ昼 中 ニ於 テ 檢 影 法(Skiaskopische Unte-

rsuchung)ニ 依 リテ,其 ノ眼 底 ノ視 神 經 乳 頭 ノ下 縁 ニ於 テ 恰度 視 神 經 放 線 ノ上 ニ於 テ 測 定 セ ソニ,5.0乃 至

8.0Dノ 遠 視 ナ ル コ トヲ認 メ タ リ.然 レ ドモ之 ハ單 ニ綱 膜 前 面 ヲ結 像 面 ト看 做 シテ ノ事 ニ シテ,實 際物 ヲ視

ル ニ役 立 ツペ キ圓 錐 體 竝 ニ圓 柱 體 層 ニ結 像 シ タル 場 合 卜ハ 大 ニ異 ル コ 卜ヲ力 説 セ リ.何 トナ レ パ 蛙 眼 ハ眼

軸 短 キ割 合 ニ網 膜 ノ厚 サ ガ比 較 的 大 ニ シテ,凡 ソ0.2mmヲ 有 ス.故 ニ此 點 ヲ考 慮 ス ル 時ハ,夫 等 ノ眼 ノ調 節

機 安 靜時 ニ於 ケ ル屈 折 状 態 ハ 弱 度 ノ近 視 ナ リ 卜 シ,又 蛙 ガ 水 中 ニ入 リ タル場 合 ハ, +25D以 上 ノ遠視 ナ リト

云 ヘ リ.尚 ホ又Beerノ 説 ニ從 へパ,蝦 蟇 竝 ニ蛙 ノ眼 ニ於 テハ 恐 ラク調 節 能 力(Akkommodationsvemogen)

ハ 無 キ モ ノノ如 シ.故 ニ蛙 ハ陸 上 ニ ア リテ ハ,已 ニ述 ペ タル如 ク弱 度 ノ近 視 ナル ヲ以 テ 眼 前 ノ短 キ 範圍 ノ ミ

ヲ 明視 シ得 ル ニ過 ギ ズ,其 ノ一 度 彼 等 ガ水 中 ニ潜 ルヤ 高 度 ノ遠 視 トナ ル ニ拘 ラズ 毫 モ 調 節 能 力 ヲ有.セザ ル

ガ タ メ,水 中 ニ於 テ ハ 恐 ラ ク物 像 ヲ能 ク明視 シ難 キ モ ノナ ル ペ シ.是 レ水 中ハ 蛙 ニ ト リテ ハ 彼 等 ノ餌 ニ對 ス

ル 狩 獵 場 ニ非 ズ シテ.寧 ロ外 敵 ニ對 スル 避 難 所 ナル ペ ク,其 ノ水 中 ニ飛 ピ込 ムヤ 暫 時 ニ シテ 水 面 ニ 浮 キ上

リ.長 時 水 中 ニ居 ラザ ル コ 卜ハ吾 人 ガ 日常 屡 々 目 撃 ス ル所 ナ リ ト云 ヘ リ. Hess14) (1911)ハAmphibienノ

Akdcommodationニ 就 キ.テ研 究 シ,曩 ニBeerガBufo或 ハFroschノAugeニ 於 テ 夫 等 ニ毫 モ 調 節 能 力 無 シ 卜

ノ見 解 ニ反 對 シ,之 等 ニ於 テ モ亦 微 弱 ナ ガ ラAkkommodationノ 存 ス ル コ 卜ヲ 立證 シ,其 ノMechmismusニ

關 シテ ハ,水 晶體 ノ前 方轉 位 ニ依 リテ 近所 二調 節 ス ル モ ノナ リ 卜云 ヘ リ.以 上 ノ諸 説 ヲ綜合 セ バ,蛙 眼 ノ調

節 機 安 静 時 ニ於 ケルStatisehe Refraktionニ 關 シテ ハ,各 研 究 者 ニ ヨ リテ 多少 ノ相 違 コ ソア レ,何 レモ近視

(Myopie)ナ リ トノ點 ハ相 一致 セ リ.

第2節　 實 驗 成 績

余 ハ實 驗 材料 トシテ 「と の さま 」蛙Rana nlgromaculata (Hullowell)(身 長6.0-6.5cm)凡 ソ30匹 ヲ選 ビ,
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之等各箇ニ就キテ,眼 ノ光學的恒數ヲ測定シ,夫等ヨ リ更ニ各10匹 宛ノ平均値 ラ求メ,之 ニ依 リテ眼 ノ主要

點竝ニStatische Refraktionヲ 算出 シ, 3例 ノ成績ヲ示セパ第5表 ノ如シ.

第5表　 兩 棲 類

即 チ以上 ノ成績 ニヨ レバ,蛙 眼 ノ調節機 安靜時 ニ於 ケル屈折状態 ハ, +3.0D乃 至+3.5D

ノ遠 視 ナ リ.從 來諸家 ノ成績 ハ何 レモ蛙眼 ニ於 テハ近視 ナ リトノ説 ニ相反 シ,余 ノ成績 ニ於 テ

ハ遠視 ナ リ.蛙 ノ眼 ニア リテハ其 ノ角膜 ノ曲率 半徑 ハ,他 ノ陸 -ヒ動物(例 之鳥類,哺 乳動物竝

ニ人類)ニ 比 シ,遙 ニ小 ニ シテ,從 ツテ比較的強 キ屈折力 チ有 ス レ ドモ,水 晶體 ノ屈折系數 ハ

後述 セ ン トスル魚類 ノソレニ比較 ス レバ,眼 軸 ノ短 キ割 合ニ小 ナ リ.是 レ蛙眼 ノ遠視 タル主 ナ

ル原因ナ リトス.斯 ルガ故 ニ,蛙 眼 ニ於 テハ明確ナル物 嫁ハ其 ノ眼底 ニ生 ぜザル可 シ.若 シ夫

レHessノ 實 驗 ガ眞 ナ リ 卜シ,微 弱 ナ ガラモ蛙眼 ガAkkommodationヲ ス妊 ノ 卜假定 セ

バ,余 ノ成績 ニヨレバ其 ノ近處調節 ニ際 シテ ハ當然水 晶體 ノ前方轉位 ヲナ スヲ認 メザルべ カラ

ズ.

第6章　 魚 類 ノStatische Refraktion呂 就 キ テ

第1節　 文 獻

魚 眼 ノRefraktionニ 關 スル 實 驗 ハ, Plateau20) (1867)ヲ 以 テ嚆 矢 トナ ス.同 氏 ガ摘 出 セ ル魚 眼 ニ就 キテ ノ

實 驗 ニ依 レパ,夫 等 ノ屈 折 ハ水 中 ニ於 テ ハ-16D乃 至-27Dノ 近視 ニ シテ,空 氣 中 ニ於 テ ハ稍 々 其 ノ度 ヲ

増 スモ 大 ナ ル差 異 ナ シ.是 レ魚 眼 ノ角 膜 ハ 殆 ド扁 平 ナル ニ基 ク 卜云 ヘ リ,共 ノ後Hirsohberg21) (1882)ハ 生

ケ ル マ マ ノ魚 眼 ニ就 キテ 其 ノRefraktionヲ 檢 セ シ ニ, 2例 ノHechtニ 於 テ第1例 ハ空 中 ニ於 テハ-13D乃

至-16Dノ 近視 ニ シテ,之 ガ 水 中 ニ於 テ ハ-1.6D乃 至-2.4D近 視 ナ ル コ 卜,又 第2例 ニ於 テ ハ空 中 ニテ

ハ-20Dノ 近 視 ニ シテ,之 ガ水 中 ニ於 テ ハ-1.6Dノ 近 視 ナ ル コ 卜ヲ發 見 セ リ.即 チ同 氏 ハ從 來 ノ研 究 家 ガ

魚 眼 ハ水 中 ニ於 テ ハ高 度 ノ近 視 ナ リ 卜ノ説 ニ反 シ,殆 ドEmmetmpieナ ル カ或 ハ 輕度 ノ近 視 ナ ル コ 卜ヲ主 張

シ,恐 ラク魚 眼 ハ水 晶 體 ノ前 後 ノ各 徑 ヲ膨 隆 セ シ メテ 近 處 調 節 ヲ ナ スモ ノニ シテ,極 メテ 遠 キ 範 圍 ハ 明視 シ

得 ザ ル モ ノ 卜想 像 セ リ.何 トナ レパ 假 令 水 或 ハ 海 水 ガ透 明 ナル モ ノ 卜シテ モ,其 ノ極 メテ廣 キ範 圍 ガ無 限 ニ
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透 明 ニ非 ラザ ル べ ク,強 ヒテ 調 節 ヲ用 ヒテ 不 透 明 ナ ル速 キ箇 所 ヲ望 マ ソヨ リハ,寧 ロ眼 前 ニ極 メテ 近 キ 範圍

ヲ仔 細 ニ固視 スル コ トガ,彼 等 ノ生 活 ニ適 應 スペ シ ト云 ヘ リ.然 レ ドモ 以 上 ノ諸 家 ノ研 究 ハ共 ノ方 法 ニ幾 多

ノ不備 アル ヲ指 摘 シ,動 モス レバ實 驗 的根 據 ヲ離 レテ假 設 的 想 像 ニ走 ラ ン 卜ス ル コ トノ非 ヲ駁 論 シ,魚 眼 ニ

關 ス ル詳 細 ナ ル生 理 的 調 節 機轉 ヲ簡 明 セ シモ ノハ 實 ニBeer1) (1894)ナ リ 卜ス.同 氏 ノTeleosteer 22種, 68

例 ニ就 キ テ ノ實 驗 ニ ヨ レパ,夫 等 ノStatische Refraktionハ 水 中 ニ於 テ ハ檢 影 法 ニ ヨル結 果 ハ 眼底 ノ場 所 ニ

ヨ リテ 異 リ多 少 ノ相 違 ハ ア レ ドモ,多 クハ+3.5D乃 至+5.5D内 外 ノ遠 視 ヲ示 セ ドモ,網 膜 ノ光 ノ感覺

層 ニ於 ケ ルRefraktionハ 平 均3D乃 至4Dヨ リ8D乃 至12Dノ 近視 ナ ル コ 卜ヲ明 カ ニセ リ.即 チ多 ク ノ

Teleosteerハ 調 節機 安 静 時 ニ ハ近 處 ニeinstellenシ,遠 處 ニ對 シ所 謂Negative Akkomodationヲ ナ ス モ ノニ シ

テ,斯 ル際 ノMechanismusハ 水 晶 體 ノ變 形 ニ非 ズ シテCampamhノ 收 縮 ニ ヨ リテ 水 晶 體 ガtemporalhinten

即 チ網 膜 面 ノ方 へ轉 位 スル ニ基 クコ 卜ヲ實 驗 的 ニ證 明 シ,コ ノCampanulaヲRetnactor lentis卜 命 名 セ リ.

 Sicherer22) (1911)ノ 淡 水 魚 ニ於 ケル 成 績 ハ 近 視 ナ リ 卜云 ハ レ, Beerノ 成 績 ト略 ボ一 致 セ リ. Hess15)ハHecht

ノ眼球 ニ就 テBeerノ 實 驗 ヲ追 試 シ,該 説 ニ確 證 ヲ與 へ得 ダル ガ, Gobiidenニ 屬 セ ル1種 ノPeriophthalmus

 Koeheeuteriナ ル 魚 ハ,彼 等 ガ 餌 ヲ求 メ ン トシテ 陸 上 ニ來 ル 卜キ ハ,其 ノRefraktionハ 他 ノ多 ク ノTeleosteer

トハ全 然 異 ナ リ,即 チ空 氣 中 ニ 於テ ハ其 ノ調 節機 安 靜 時 ニハ 殆 ドEmmetropie若 クハ 輕 度 ノ遠 視 ニ シテ,眼

前 ニ餌 ヲ トラ ン トス ル トキハ 高 度 ノ近 視 トナル コ トヲ檢 影 法 ニ依 リテ 確 認 セ リ,故 ニHessハ 此 魚 ニ於 ケル

CampanulaハProtractor lentis卜 云 ヘ リ.要 之 以 上 ノ諸 家 ノ云 フ所 ニ ヨ レパ,魚 族 中TeleosteerハAccom

modationヲ 有 ス ル モ ノ ノ如 ク 其 ノ調 節 機 安 静 時 ニ於 ケ ルStatische Refraktionハ 近 視 ナ リ 卜ノ見 解 ヲ抱 ケ

ル モ ノ多 キ ガ如 シ.

第2節　 實 驗 成 績

余 ハ實 驗材 料 卜シテ ハ硬 骨 魚 類Teleostei (Knochenfische)ノ 數 種 ヲ選 ピ タ リ.即 チ淡 水 魚 卜シテ ハ,金 魚

(わ き んCnrussius auratus (Linne),り うき んCurassius auratus (Linne))竝 ニ鯉 ヲ使 用 セ リ.海 水 魚 トシ

テ ハ,さ わ ら(鰆)Scomberomorus niphonius (Cuvier & Valenciennes),す ず き(鱸)Lateolabrax japonicas

 (Cuvier & Va1encienncs),は も(鱧) Muraeuesox cinereus (Forskal),く ろ だ ひ(黒 鯛)(ち ぬ) Sparus

 macrocephalus (Basilewaky),ま あ じ(大 鰺)Trachurus japonicus (Temminck & Sahlegel),ま なが つ を(〓)

 Stromateoides argenteas (Enphrasen),ひ らめ(比 目魚)Paralichthys olivacens (Temminek & Schlegel),

こ ち(鯒)Platycephllus indicus (Linnaens),う しの した(鞋 底 魚)Rhinoplagusia japonica (Temminck &

 Schlegel),ほ ん さば(鯖)Scomber japonicus (Houttuyn),ぼ ら(鯛)Mugil cephalus (Linue),き す(鱚)

Sillago sihama (Forskal),く さふ ぐ(河 豚)Spheroides niphobles (Jordon & Snyder)竝 ニ 「とび ほ ぜ」

Periophthnlmue cantonensie (Osbeck)等 ヲ使 用 セ リ.「 とび は ぜ 」ハ 岡 山係 備 前,備 中 ノ國境 ニ アル笹 ケ瀬

川 ノ下流 沿 岸 ニ於 テ 採 取 セ ル モ ノナ リ.

淡 水 魚,海 水 魚 竝 ニ 「と び は ぜ」ニ 就 キ テ 夫等 ノ眼 ノ光 學 的 恒 數 竝 ニ 主要 點 ヲ求 メ, Statische Refraktion

ヲ 計算 セ シ成績 ハ,夫 々第6表,第7表,第8表 ニ示 ス ガ如 シ.
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第6表　 淡 水 魚 類

第7表　 海 水 魚 類
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第8表　 Periophthalmus Cantonensie (Osbeck)
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以上 ノ成績 ニヨ レバ,

1)魚 類 中多ク ノTeleoeteerニ 於 テハ,夫 等 ノ眼 ノStatische Refraktionハ 中 等度 ノ近視

(Myopie)ナ リ.即 チ淡 水魚類 ニ於 テハ, -8.0D乃 至-10D,海 水 魚類 ニ於 テハ, -5.0D乃

至-10Dノ 近 硯 ニシテ,略 ボBeerノ 成 績 卜相 一致 セ リ.然 レドモ「ごびはぜ」ノ ミハ之等 多數

ノ魚類 卜相 異 リテ,其 ノStatische Refraktionハ 水 中 ニ於 テハ高度 ノ遠視 ニ シテ室 中 ニ於 テハ

+1.0D乃 至+2.0Dノ 遠 視 ナ リ.此 魚 ハ彼 等ノ餌ヲ求 メン 卜シテ屡 々陸 上ニモ來 ルモノニ シテ,

共 ノ水 陸兩棲 ナル習性 ハ蛙 卜能 ク相 似 タル モノニ シテ,其 ノStatische Refraktionモ 亦 蛙眼 卜

能ク相 似タル點 ハ,將 ニ興 味 アル事實 卜云 フベ シ.

2)余 ノ檢査 セルTeleosteerノ 水 晶體 ハ,何 レモ球 状 ニ シテ,從 來 ノ報 告 卜何等 異 ルコ トナ

キヲ認 メタ リ.夫 等水晶體 ノ全屈折率Totalindexニ 就 キテハ,余 ノ測 定 ニヨル成績 ハ,淡 水魚

(1.6472),海 水 魚(1.6546),「 そびはぜ」(1.6523)ナ リ.之 ヲPutter23)ノ 報 告 セルモ ノニ比較

スルニ同氏 ノ成績 ハKarpfen (1.6476), Hecht (1.6400), Barsch (1.6515), Roche (1.6540)ニ

シテ,殆 ド余 ノ成績 モ亦 先入ノ夫 レト相一 致 セルヲ示 セ リ.斯 ル水晶體 ノ屈折系數 ニ就 キテ余

ガ檢査 セル各種 動物 中,魚 類 ニ於 テ最 モ大 ナルラ認 メタ リ,是 レ魚類 ハ陸上動物 卜異 リ,其 ノ

水中ニアル ヤ角膜 ノ屈折系數 ガ殆 ド水 ノ夫 レ ト相等 シキガタメ,眼 内射 入 ノ光 線 ニ對 シ角膜 ハ

殆 ド光線屈折 ノ用 ヲナサザル ヲ以 テ,魚 類 ニ於 テハ主 トシテ水 晶體 ノ屈折 ニ俟 タザルベ カラズ.

故 ニ水 晶體 ノ屈折系數 ガ著大 ナル ハ,將 ニ彼等 ノ生理 均要件 ニ適應 セル モノ ト云 フベク,且 亦

魚眼 ノ近視 ナル主因ハ水晶體 ノ屈折系 數 ノ大 ナル ト其 ノ曲 率半徑 ノ小 ナル トニ歸基 ス ト考 フ可

キナ リ.

3)一 般 ニ魚眼 ノ前房 ノ深 サバ,他 ノ陸 上動物 ニ比較 セバ甚 ダ小 ナ リ 卜ハ,已 ニBeerノ 報

告セル所 ニ シテ,余 ノ成績 モ亦略 ボ之 卜一致 セ リ.

第7章　 頭 足 類Cephalopodenニ 於 ケ ル

Statische Refraktionニ 就 キ テ

第1節　 文 獻

Oepkutilopoden (Kopffusae)ノ 眼 ノ調 節 機 轉 ニ關 シ,詳 細 ナル 實 驗 的 研 究 ヲ途 ゲ シモ ノハ 實 ニBeer5) (1897)

ヲ以テ 嚆 矢 トナ ス.同 氏 ニ依 レパCephalopodenモ 亦 魚 類 ニ於 ケル ガ如 ク,其 ノ調 節機 安 靜 時 ニ於 テ ハ 各

個 體 ニ於 テ多 少 ノ差 異 ア レ ドモ, -2.0D乃 至-10Dノ 近視 ニ シテ,近 處 ニ調 節 シ,遠 處 ニSog. negative

 Akkommodationヲ ナ ズ モ ノ ニ シテ,其 ノ際 水 晶 體 ヲ後 方 ニ轉 位 セ シム 卜云 フ.共 ノ後Heine18) (1908)モ

亦 頭足 類 ノ眼 ノ調 節 機 轉 ニ就 キ テ研 究 シ,夫 等 ノ調 節 機 安靜 時 ニ於 ケ ルStatisohe RefraktionハMassige

 Myopieニ シテ,調 節 ニ際 シテ ハ 單 ニ此 近視 ノ度 ヲ増 減 ス ル ニ依 ル モ ノ 卜云 ヘ リ. Hess16) (1909)ハ 之 等 ノ

所 説 ガ全然 誤謬 ナ ル コ トヲ指 摘 セ リ,即 チ同 氏 ニ依 レ パ, Cephnlopoden例 之Octopus或 ハSepiaノ 眼 球 ニ

於 テ,夫 等 ノ調節 機 安 静 時 ニ ハ巳 ニBeer ,竝 ニHeine等 ノ認 メ シ ズ如 ク,近 視 ハ毫 モ 詔 メ得 ズ.寧 ロ殆 ド
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Emmetropie若 クハMassige Eypermetropie (1乃 至2D或 ハ3乃 至4D)ニ シテ,遠 處 ニeinstellenセ ル モ

ノ ニ シテ,近 處 ニSog. positive Akkommodationヲ 管 爲 ス ル モ ノナ リ 卜云 ヘ リ.尚 ホ又 斯 ルMeohanismus

ハ 硝 子 體 内 壓 ノ亢 進 ニ基 ク水 晶 體 ノ前 方 轉 位 ニ歸 セ リ.以 上 ノ所 説 ヲ綜 合セ バ,頭 足 類 ニ於 テ モ一般 ニ他 ノ

動 物 ニ於 ケル ガ如 ク調 節 ヲ有 シ,尚 ホ調 節 機 安 靜 時 ニ於 ケ ル夫 等 ノStatische Refrnktionニ 關 シテ ハ,或 ハ

近 視 或 ハ 遠 視 ナ リ ト ノ全 然 相 反 セ ル見 解 ア ルモ ノ トス.

第2節　 實 驗 成 績

余 ハCepbnlopodenニ 屬 ス ル.べ か(一 名べ いか)(岡 山縣 見 島灣 産)Loligo beka (Bakaki) od Loligo

 sumatreusis竝 ニまだ こ(章 魚)Polypus vulgnris (Lamarak)ノ 眼 球 ニ就 キテ 實 驗 シ,其 ノ光 學 的 恒 數 竝 ニ

主 要點 ヲ求 メ, Statisohe Refraktionヲ 計 算 セ ル ニ,第9表 ニ示 ス ガ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

第9表　 頭 足 類(Cephalopoden)

以 上 ノ成績 ニ依 レパ,烏 賊竝 ニ章魚 ノ眼 ノ調節機 安靜時 ニ於 ケルStatische Refraktionハ,

何 レモ+2.0D乃 至+3.5Dノ 遠 視 ニ シテ, Hessノ 成 績 ト略 ボ相一致 セ リ.

第8章　 總 括 竝 ニ 考 按

鳥類以 下各種動物 ニ於 クル眼 ノ調節機安靜時 ニ於 ケルStatische Refraktionヲ 觀 察 スル ニ,

主 トシテ陸 ヒニ棲息 スルモ ノハ(鳥 類竝 ニ爬蟲 類)遠 視 ニ シテ,水 中 ニ棲 息 スルモノハ(魚 類)

近 視 ナ リ.而 シテ蛙竝 ニ「そび はぜ」ノ如 ク水 陸兩棲 ノモノニア リテ モ,主 卜シテ彼等 ノ食物 ヲ

陸 上ニ獲 ルモノハ,夫 等 ノ室氣中 ニ於 ケルStatisclle Refraktionハ 遠 視 ニシテ,鳥 類竝 ニ爬蟲

類 ノ夫 レ ト能 ク相似 タ リ.同 ジク水棲動物 ナルCephalopodenガ 魚 眼 ト異 リテ遠視 ナルハ,其

ノ水晶體 ノ屈折系 數 ガ魚眼 ノ ソレニ比 シテ小 ナル コ ト,又 解剖學的 ニ其 ノ眼軸 ガ短 キコ 卜卜ニ

基 因 スル モノナルベ シ.眼 ノ光學 的恒數 ニ就 キテハ,硝 子 液竝 ニ角膜 ノ屈折系數 ハ,各 種動物
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ヲ通ジテ殆 ド大差無ケレドモ,水 晶體 ノ夫 レニ至 リテハ,動 物 ノ階級ニヨリテ著明ナル差異ア

リ.即 チ水棲動物(例 之魚類竝ニ頭足類)ニ 於ケル水晶體ノ屈折系數ハ,陸 上動物 ノ夫 レニ比

シ,遙 ニ大ナ リ.是 レ水中ニアリテハ角膜ノ屈折系數ハ,水 ノ夫 レト殆 ド相等 シキタメ,光 線

ノ屈折ニ關與スルコ卜少ク,主 卜シテ水晶體 ノ屈折力ニ依 リテ網膜 ヒニ結像 セシメザルベカラ

ズ.故 ニ水棲動物 ニ於テ水晶體 ノ屈折系數 ガ大ナルコトハ,最 モ彼等 ノ生理的要件 ニ適合 セル

モノト認メザルペカラズ.

第9章　 結 論

余 ハ哺乳動物 ヲ除 キ,鳥 類以下多數 ノ各種 動物(烏 類,爬 蟲 類,兩 棲類,魚 類 中,殊 ニ淡水

竝 ニ海水産 ノ硬 骨魚類及 ビ頭足類)ニ 就 キテ,夫 等 ノ眼 ノ光學的恒數 ヲ精細 ニ測定 シ,光 學的

主要點 ノ位 置 ヲ算 出 シ,次 ノ如 クStatische Refraktionヲ 定 メ得 タ リ.

1)烏 類(家 鳩,家 鷄 竝 ニ梟)ニ 於 ケルStatieche Refraktionハ,何 レモ1.0D乃 至2.0Dノ

遠視 ナ リ.

2)爬 蟲 類(「 あをだ い しや う」竝 ニ「い しが め」)ニ 於 クルStatische Refraktionハ, 0.5D乃

至2.0Dノ 遠 視 ナ リ.

3)兩 棲 類(「 その さま」蛙)ノ 空 氣中 ニ於 ケルStatische Refraktionハ, 3.0D乃 至3.5Dノ

遠 視 ニシテ,從 來 ハ諸家 ガ大概蛙 眼 ハ近視 ナ リトノ學説 ニ相反 ス.

4)魚 類 中,殊 ニ硬 骨魚類 ニ於 ケルStatische Refraktionハ,一 般 ニ中等度 ノ近視 ニシテ,

各個體 ニ依 リテ多少 ノ差異 アリ.即 チ淡水魚類(金 魚竝 ニ鯉)ニ 於 テ ハ, 8.0D乃 至10.0Dノ 近

親 ニ シテ,海 水魚類(鰆,鱸,鱧,黒 鯛,鰺,鮨,比 目魚,鯒 竝 ニ鞋底魚等)ニ 於 テハ, 5.0D

乃 至10.0Dノ 近 視 ナ リ.然 レ ドモ魚類中 「そびはぜ」ノ ミハ,他 ノ多 クノ魚類 ト異 リテ,其 ノ

水中ニ於 ケルStatische Refraktionハ 高 度 ノ遠視 ニ シテ,空 氣中 ニ於クル夫 レハ, 1.0D乃 至

2.0Dノ 遠視 ナ リ.此 魚 ハ彼等 ノ餌 ヲ求 ノン トシテ屡 々陸上 ニ來 ル モノニ シテ,其 ノ水陸兩棲 ナ

ル習性 ハ蛙 卜能 ク相似 タルモノニ シテ,又 其 ノStatische Refraktionガ 兩 者能 ク相 似 タル點 ハ

將 ニ興 味アル事實 卜云 フペ シ.

5)頭 足 類(「 べ いか」竝 ニ 「まだ こ」ニ於 クルStatische Refraktionハ,何 レモ2.0D乃 至

3.5Dノ 遠 視 ナ リ.

擱筆スルニ當 リ,終 始御懇篤ナル御指導 卜,御 校閲 ノ勢 卜ヲ賜ハリシ,恩 師生沼教授ニ對シ,衷 心感
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Kurze Inhaltsangabe.

Die statische Refraktion des Auges verschiedener Tiere.

Von

Sohei Yamamoto.

Aus dem physiologischen Institut der rned. Universitat Okayanta

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma).
Eingegangen am 7. Januar 1931.

Verfasser mass die optischen Daten, welche fur die Berechnung der optischen 

Kardinalpunkte notig sind, an der meridionalen Schnittflache der mit Kohlensaureschnee 

gefrorenen Augen verschiedener Tiere. Aus den Daten berechnete er die Kardinalpunkte 
and die statische Refraktion des Auges. Die Resultate lauten folgendermassen:

1) Die statische Refraktion der untersuchten Vogel (Haushuhner, Haustauben und 

Eulen) war leicht hypermetropiscb (1.0-2.0D.).

2) Die statische Refraktion der untersuchten Reptilien, (Schlangen und Schildkro

ten) war ebenfalls leicht hypermetropisch (1.0-2.0D.).

3) Die statische Refraktion der untersuchten Amphibien (Frosche) war hyper

metropisch (3.0-4.0D.).

4) Die statische Refraktion der untersucbten Fische (Teleosteeren) war im all

gemeinen massig myopisch. Ihr Grad betrug bei den Meerwasserfisehen -8.0 bis 
-10.0D. und bei den Susswasserfischen -10 .0 bis -12.0D. Die Fische, welche ihre 

Nahrung auch in der Luft suchen, machen eine Ausnahme, z. B. war sie beim schlamm

springer (periophthalmus cantonensis) hoch hypermetropisch im Meerwasser, aber leicht 

hypermetropisch (1.0-2.0D.) in der Luft.

5) Die statische Refraktion der untersuchten Cephalopoden (Tintenfische und 

Achtfusse) war leicht hypermetropisch (3.0-4.0D.).
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